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本日の内容

１ 健康相談の重要性と法的根拠

２ 健康相談の基本的なプロセス

３ 学校内外の支援体制づくり

４ 支援の進め方

５ 基本的な相談技術及び留意点

６ 演習（事例検討）



教職員のための子供の健康相
談及び保健指導の手引
ー令和３年度改定ー

（公益財団法人日本学校保健会）

はじめに

保健室利用状況に関する
調査報告書

（公益財団法人日本学校保健会）



養護教諭がかかわり、心身の健康問題
のために健康相談等で継続支援した事
例の有無 （令和３年１０月～令和４年９月末日）

はじめに

＊学校種別及び全体

H28年度調査
結果「有」

60.1%

79.2%

68.9%

91.4%



養護教諭がかかわり、心身の健康問題
のために健康相談等で継続支援した児
童生徒 （令和３年１０月～令和４年９月末日）

はじめに

＊学校種別及び全体・規模別

①健康相談等で継続支援した児童生徒の１年間の合計人数
の１校当たりの平均（学校種別）



養護教諭がかかわり、心身の健康問題
のために健康相談等で継続支援した児
童生徒 （令和３年１０月～令和４年９月末日）

はじめに

②健康相談等で継続支援した児童生徒の１校当たりの月別
実人数の平均（月別・学校種別）



健康相談の実施の有無（学校種別及び全体）

はじめに

＊学校種別及び全体・性別



健康相談における主な相談内容

はじめに

＊学校種別及び全体



健康相談における主な相談内容

はじめに

＊学校種別



・児童生徒の健康問題の多様化

→ 課題解決に向けて学校全体での

組織的な対応が求められている

・健康相談と保健指導は、明確に切り分

けられるものではなく、相互に関連し

て展開されているもの

1 健康相談の重要性と法的根拠

学校における健康相談と保健指導



第８条（ 健康相談 ）

学校においては、児童生徒等の心身の健康に
関し、健康相談を行うものとする。

第９条（ 保健指導 ）

～児童生徒等の心身の状況を把握し、健康上
の問題があると認めるときは、遅滞なく、当
該児童生徒等に対して必要な指導を行うとと
もに、必要に応じ、その保護者に対して必要
な助言を行うものとする。

学校保健安全法
（昭和３３年法律第５６号、平成２７年法律第４６号最終改正）

1 健康相談の重要性と法的根拠



養護教諭 学級担任等

学校医 学校歯科医

法的位置付けと改正の趣旨

学校関係者の積極的な参画が必要

学校薬剤師

健康相談

1 健康相談の重要性と法的根拠



学校における健康相談の目的

児童生徒等の心身の健康に関する問題
について、児童生徒や保護者等に対して、
関係者が連携し、相談等を通して課題の
解決を図り、
 

学校生活によりよく適応していけ

 るように支援していく

                  ことである。

1 健康相談の重要性と法的根拠



健康相談の重要性

組織的な健康相談

児童生徒の心身の
健康課題が多様化

医療の支援を必要
とする事例が増加

教育的な意義が大きい

1 健康相談の重要性と法的根拠



15

養護教諭及び栄養教諭の専門性を
生かした職務について

養護教諭及び栄養教諭の資質能力の向上に関する調査
研究協力者会議議論の取りまとめ（令和５年１月）

1 健康相談の重要性と法的根拠



・児童生徒等の心身の健康課題に関して
専門的な観点から行われる。

・自己解決能力を育むなど児童生徒の人
間形成にも大きな役割を果たしている。

・学校における健康相談の充実を図る上
で中心的な役割が期待される。

養護教諭が行う健康相談

1 健康相談の重要性と法的根拠



・職務の特質から、児童生徒の心身の
健康課題を発見しやすい立場

・いじめや児童虐待などの早期発見・
早期対応に果たす役割

・健康相談や保健指導の必要性や、受
診の必要性の判断
・地域の関係機関等との連携における
コーディネーターの役割

養護教諭が行う健康相談

1 健康相談の重要性と法的根拠



養護教諭の職務の特質

○全校の児童生徒等を対象とし、経年的
に児童生徒等の成長・発達を見る

○保健室は、誰でもいつでも利用でき安
心して話ができる場所

○子どもは心の問題を言葉に表すことが
難しく、身体症状として現れやすいの
で、問題を早期に発見できる

1 健康相談の重要性と法的根拠



養護教諭の職務の特質

○保健室頻回来室者、不登校傾向者、非
行や性に関する問題など様々な問題を
抱える児童生徒等と保健室で関わる機
会が多い。

○職務の多くは、学級担任をはじめとす
る教職員、学校医等、保護者等との連
携の下で遂行される。

1 健康相談の重要性と法的根拠



健康相談の実施上の留意点

・学校保健計画に健康相談を位置付け、
計画的に実施する。

・学校医・学校歯科医・学校薬剤師等
の医療的見地から行う健康相談は、
事前の打合せを十分に行う。

・相談の結果について養護教諭、学級
担任、保護者等と共通理解を図り、
連携して支援を進めることが必要。

1 健康相談の重要性と法的根拠



健康相談の実施上の留意点

・周知を図り、児童生徒及び保護者等が
相談しやすい環境を整える。

・相談場所は、相談者のプライバシーが
守られるように十分配慮する。

・継続的な支援が必要なものについては、
校内組織及び必要に応じて関係機関と
連携して実施する。 等

1 健康相談の重要性と法的根拠



２ 健康相談の基本的なプロセス

対象者の把握
（相談の必要性の判断）

↓
課題の背景の把握

↓
支援方針・支援方法
の検討

↓
実施・評価

『子供の健康相談及び保健指導の
手引』P.15



（１）対象者の把握

２ 健康相談の基本的なプロセス

①健康診断の結果、経過観察が必要とされた
児童生徒
②保健室での対応を通して健康相談が必要と
された児童生徒
③日常の健康観察の結果、健康相談が必要と
された児童生徒
④健康相談を希望する児童生徒
⑤保護者から相談依頼のあった児童生徒
⑥学校行事に参加させる場合に必要と認めた
児童生徒 等



（２）課題の背景の把握

２ 健康相談の基本的なプロセス

<医学的要因（病気・障害等の有無）の把握>

・健康観察の実施
心身の状態（よく聞く、見る、触れる、
バイタルサインの確認等）、欠席、遅刻、
早退等
・保健室利用状況の確認（利用状況、来室時
間帯など）
・健康診断、保健調査等の健康情報



（２）課題の背景の把握

２ 健康相談の基本的なプロセス

<心理社会的要因・環境要因の把握
（友人関係や家族関係等）>

・関係教職員との情報交換
（問題解決のための事実関係が把握できる情報）

・個人面談
・保護者との面談等



（３）支援方針・支援方法の検討
（４）支援の実施と評価

２ 健康相談の基本的なプロセス



（１）校内組織体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

①校内組織の定例化

• 校内委員会（組織）会議の定例化を図
る
（例）中・高等学校：校時表に位置付け

小学校：曜日を決めて実施

• 機能する組織とする



（１）校内組織体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

②組織構成：例

・校長（管理職） ・教務主任
・生徒指導主事 ・進路指導主事
・保健主事 ・養護教諭
・教育相談担当 ・学年主任
・学級担任 ・ＳＣ、ＳＳＷ
・特別支援コーディネーター



（１）校内組織体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

③管理職のリーダーシップ

・管理職の健康相談に対する理解と
リーダーシップが重要

・管理職（校長）の会議への出席



（２）地域の関係機関等との
連携体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

①医療機関等との連携

学校保健安全法第10条(医療機関等との連携)

学校においては、救急処置、健康相談又は
保健指導を行うに当たっては、必要に応じ、
当該学校の所在する地域の医療機関その他の
関係機関との連携を図るように努めるものと
する。



（２）地域の関係機関等との
連携体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

②関係機関等との連携上の留意点

ア 各機関の役割や専門性などの正し
い知識を教職員が理解するとともに、
連携に当たっての方法や相談窓口な
どについて、日頃から正しく把握し
ておく。



（２）地域の関係機関等との
連携体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

②関係機関等との連携上の留意点

イ 学校は、課題解決に当たって、
はっきりとした考え方をもって専門
機関と連携していく必要がある。そ
のため、お互いの立場を理解し合い
意見交換をしながら支援する姿勢が
必要となる。



（２）地域の関係機関等との
連携体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

②関係機関等との連携上の留意点

ウ 課題が複雑で支援が多岐にわたり、
複数の機関が関わるような事例は、
それぞれの機関が指導方法や指導に
関する役割分担・責任を確認しなが
ら実施する。



（２）地域の関係機関等との
連携体制づくり

３ 学校内外の支援体制づくり

③地域の主な関係機関とその役割(例)
『子供の健康相談及び保健指導の手引』P.17～



（１）支援計画の作成

４ 支援の進め方

支援計画の内容例

①何を目標に（長期目標と短期目標）

②だれが（支援担当者や支援機関）

③どこで（支援場所）

④どのような支援を（支援方法や支援内容）

⑤いつまで行うか（支援機関）

＊支援計画は、関係する教職員、関係機関に
周知し、共通理解を図ることが大切



（２）支援検討会議（事例検討会）

４ 支援の進め方

①支援検討会議の目的

ア 児童生徒理解・問題理解を深め、より
よい支援の方法を考える。

イ 教職員間の共通理解を図り、効果的な
連携を行う。

ウ 健康相談の実践力の向上を図る。



（２）支援検討会議（事例検討会）

４ 支援の進め方

②支援検討会議の進め方

ア 事例発表→質疑応答→意見交換→指導
助言
イ 司会者・記録者の役割分担。必要に応
じて助言者（SC等）を依頼する。
ウ 司会者は、会議のねらいと留意点を確
認する。建設的な意見を出すよう依頼し、
参加者が発言しやすい運営に心掛ける。



（２）支援検討会議（事例検討会）

４ 支援の進め方

②支援検討会議の進め方

エ 発表者は、支援経過について説明し、
検討してほしい課題について述べる。
オ 解決策等について、それぞれの立場
で意見を出し合う。
カ 事例提供者及び参加者双方にとって
有益となる会議にする。



（３）記録

４ 支援の進め方

①記録の意義

健康相談では、支援の経過を記録するこ
とによって、児童生徒の状況を見極め、こ
れまでの支援方針・方法が適切であったか
等について分析することができ、より効果
的な支援ができる。



（３）記録

４ 支援の進め方

②記録の方法
ア 様々な様式が工夫されているが、目的
に応じて負担のないようにして作成。記
憶の新しいうちにメモしておくことが大
切。

イ 支援検討会議の際は、児童生徒の指導
経過を確認し、効果的な支援を行うこと
ができるよう各学校の実情に応じて、記
録用紙を作成すると良い。



（４）評価

４ 支援の進め方

・支援計画で設定した長期的、短期的な支
援目標の達成状況や支援方法について、
学期末や学年末に総括的評価を行う。

・総合的評価から目標達成に困難が予想さ
れる場合には、組織による支援の在り方
を見直して、再度支援計画を作成する。



（１）相談に当たっての基礎事項

５ 基本的な相談技術及び留意点

①受容的で温かい雰囲気作り

②相談時間は５０分を上限とし、長
時間にならないように心掛けるこ
とが基本であるが、児童生徒の状
況に合わせて柔軟に対応する。



（１）相談に当たっての基礎事項

５ 基本的な相談技術及び留意点

③相談者の気持ちを受け止め、相手
の話をよく聴こうとすること。先
入観にとらわれないようにし、相
談者の立場に立って話を聴く姿勢。

④相談者の説明や気持ちを確認しな
がら話を進める。



（１）相談に当たっての基礎事項

５ 基本的な相談技術及び留意点

⑤相談者の話を受容的に聞くだけで
なく、問題解決に向けた情報収集
のための質問をしたり、教員の意
見や助言を伝えたりする。



（２）相談に当たっての留意点

５ 基本的な相談技術及び留意点

①児童生徒や保護者との良好な信頼
関係を築くことが大切。

②一緒にどうしたらよいかを考えて
いくことが大切なので、指導が強
くならないように十分留意する。



（２）相談に当たっての留意点

５ 基本的な相談技術及び留意点

③守秘義務について相談者に伝える。

④発達障害のある児童生徒の場合、
えん曲な質問や曖昧な言い方を避
け、児童生徒の状況のみならず、
特性に合った相談を行う。



（３）保護者との相談における
ポイント

５ 基本的な相談技術及び留意点

①児童生徒の健康課題の理解には、保
護者との連携が不可欠である。日頃
から保護者と連絡を取り合い、信頼
関係を築いておくことが大切である。



（３）保護者との相談における
ポイント

５ 基本的な相談技術及び留意点

②保護者と教職員、お互いにできるこ
とには限界があることを自覚すると
ともに、学校と家庭がお互いの立場
を尊重し、協力することで支援の輪
が大きく拡がることを理解しておく。



（３）保護者との相談における
ポイント

５ 基本的な相談技術及び留意点

③児童生徒は、学校と家庭での様子が
異なる場合があることを認識する。

④保護者は児童生徒の課題をどう理解
し、どのようにしたいと願っている
のかをくみ取り、保護者の気持ちに
寄り添い、保護者とともに歩もうと
する姿勢を示すことが大切である。



（３）保護者との相談における
ポイント

５ 基本的な相談技術及び留意点

⑤保護者との相談や訪問による相談
の場合には、お互いに無理のない
時間帯や相談時間を考慮する。



事例について、課題解決に向けた
支援方針や支援方法を考えましょう。

演 習

６ 演習



支援検討会議（事例検討）

①何を目標に（長期目標と短期目標）

②だれが（支援担当者や支援機関）

③どこで（支援場所）

④どのような支援を（支援方法や支援内容）

⑤いつまで行うか（支援期間）

＊必要な支援を検討して、①～⑤に整理して
みましょう

６ 演習



秋田県教職キャリア指標

到達目標

◇早期発見・早期対応に向けて、心身の
健康課題の把握に努めている。

◇コーディネーター的な役割を果たし、
校内外の支援体制の充実に努めている。



養護教諭には・・・

児童生徒の心身の健康課題は、複
雑化・多様化しており、身体的な不
調の背景には様々な要因がある。課
題の解決に向けては、医療機関等の
関係機関との連携を必要とすること
もあり、養護教諭には全校的な推進
体制の中核として、連携をコーディ
ネートすることが求められる。

「保健室利用状況に関する調査報告書 令和４年度調査結果」より



お疲れさまでした！

養護教諭が健康でないと、子ども
たちの健康・安全は守れません。

お互いに健康に留意して、

頑張りましょう！
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